
機能:
ジャンボ液晶
精度: ±0.05 ℃ (±0.1 ℉)
発熱警報
最後の読書メモリ
剛体チップ
低バッテリインジケータ
自動オフ
経口使用のために設計

ユーザーの指示:

1.LCD ディスプレイの横にあるオン/オフボタンを押します。 トーンは、画面が示すように、最後のメモリの温度が続くと鳴ります。

自己テスト温度を示した後、温度計はテストモードになりました。
* 注: 測定温度が32℃または90℉未満の場合、lcd は Lo を表示しますが、測定された温度が42.9 ℃または109.9 ℉より高い場合、lcd は Hi を表示します。



ステップ.所望の位置に位置温度計 (口)

) 経口使用: "√" の位置で示されるように舌の下に温度計を配置します。あなたの口を閉じて、鼻を均等に呼吸吸入/呼気空気の影響を受けてからの測定を防ぐために。35.7 ℃
と37.3 ℃ (96.3 ℉と99.1 ℉の間の正常な温度

step3.

度記号は、テストプロセス全体で点滅します。 点滅を停止すると、アラームは約10秒間鳴ります。 測定された読書は LCD で同時に現われる。信号音 (ビープ音) が例外なく維持さ
れるまでの最小測定時間。ブザー通知後も測定が続きます。温度計がテスト位置から外れた場合は、表示される気温は変わりません。

step4.

バッテリ寿命を延ばすには、オン/オフボタンを押して、テストの完了後にユニットをオフにします。 アクションが実行されない場合、ユニットは around10 分後に自動的に遮断さ
れます。
その保護ケースに温度計を保管してください。


